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The Present State and Tasks in Nutrition Counseling
From Guidance to Acceptance, and to Analysis
SUMMARY
 Snetselaar (1983) defines that Nutrition Counseling is a way of  "helping people with nutrition 
problems." But, in recent years, it has been recognized as a human relationship to try to modify 
eating behaviors via communication. The purpose of this study is to elucidate the present state 
and tasks in nutrition counseling. The subjects are about 50 dietitians who participated in two 
groups of nutrition counseling seminars. As a result, it proved that the dietitians need the 
clinical counseling  techniques  : 1  acceptance  ; listening and empathy, 2 analysis ; clarification, 
confrontation and interpretation.
1は じめ に
　 Snetselaar(1983)の 定義 に よれ ば,栄 養 カ ウ
ンセ リング とは栄養 学 的 問題 を もつ 人 々 を援助
してい くこ とで あ る。 しか し近年 の栄養 カ ウ ン
セ リン グは,コ ミュ ニ ケー シ ョン を通 して食行
動 の変 容 を試み る人間 関係 であ る(大 津,柳 田,
2001)と 認 識 されつ つ あ る。 つ ま り食行 動 の変
容 に これ までの ガ イダ ンス 中心 の指 導 を行 う よ
り,患 者 の主体 性 を尊 重 し,栄 養 学 的 問題 を引
き起 こ した個 人 の パー ソナ リテ ィー の分 析 を重
視 す る な ど,技 術 論 的 に み て もカウ ンセ リン グ
に おけ る傾 聴(listening),共 感(empathy)を
軸 と した受 容(acceptance)の 技法 や い わゆ る
個 人の 内 的(intrapsychic),深 層 的 な心 理 的 問
題 の解 決 を含 む分 析 技術 まで を も求 め るに至 っ
て い る。
　 本研 究 の 目的 は,栄 養 士 対象 の カウ ンセ リン
グ技術研 修 にお け る実 習過程 を分析 し,栄 養 士
が栄 養指 導 にお い て栄養 カ ウンセ リン グ を実施
す る際 に 直面 す るこ とが 予 想 され る問題 を明確
にす る こ とに よって,今 後,栄 養 士 に とって 克
服す べ き課 題 を臨 床心 理 学 的 カ ウンセ リン グ臨
床 の立場 か ら提 示 したい。
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なお， S保健所の実習時間は， 2時間 1セッ
ションを 2回，計4時間。また， Y在宅栄養士








バラ法， b. イヌバラ AR法，及びc.事例法
の3通りの方法で実施された。










































c.カウンセリング技術訓練過程(表 3~ 6) 
の3つのテーマに分類して発言記録をまとめた。
さらに， cの技術訓練過程については，
Step 1 前期(表3) 
Step 2 中期前半 (AR法導入) (表4) 
Step 3 中期後半(事例法導入) (表5) 



























































































































a.栄養学的助言ができない栄養士(A，B， C， D : 




































































栄養士(I， J :受講者，助 1 指導助手 1) 





















































指導講師i，助 2 指導助手 2) 
Co 役1 ・なんか申し訳ありません。聞くだけで。






















































































(Step 2 中期前半， AR法の導入)
①拒否的対応の弊害の理解
a.むっとしましたという受講者(カウンセラ一役に



























































































































のa b. c へと続く)
a.傾聴に関する疑問 (A:受講者，カウンセラ




































な患者(事例法， Co.カウンセラー， C1 クライエ
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